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しいたけ栽培に取り組む
米小４年生の総合的な学習の授業で植菌のため、原木のコナラにドリルで穴明け作業（3月 4 日）
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【
感
謝
状
】　
　

小
針 

義
孝

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
会
の
会
長

と
し
て
事
業
を
遂
行
し
、
本
村
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
が
あ

る
。
本
協
会
会
長　

平
成
11
年
〜

20
年

小
針 

孝
廣

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
西
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

立
ち
上
げ
に
、
ま
た
立
ち
上
げ
後

は
会
長
と
し
て
同
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
尽
力
し
て
い
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

西
川 

秀
敏
（
村
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
会
の
運
営

並
び
に
事
業
遂
行
に
貢
献
し
、
本

村
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
が
あ

る
。
本
協
会
常
任
理
事　

平
成
11

年
〜
現
在

【
優
秀
指
導
者
賞
】

西
村 

明
美（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
22
回
全
日
本
小
学
生
選
手
権

大
会
福
島
県
代
表
監
督
を
務
め
る

な
ど
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
、優
秀
な
選
手
を
育
て
て
き
た
。

活
動
年
数
10
年

鈴
木 
俊
晴
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
25
・
26
回
全
日
本
小
学
生
選

手
権
大
会
福
島
県
代
表
監
督
を
務

め
た
。
26
回
大
会
で
は
県
初
の
優

勝
監
督
と
な
っ
た
。
ま
た
多
く
の

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、
優
秀
な

選
手
を
育
て
て
き
た
。
活
動
年
数

11
年

吉
田 

剛（
西
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
指

導
を
皮
切
り
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

審
判
と
し
て
村
内
チ
ー
ム
の
指
導

者
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
の
向
上

に
貢
献
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
決
勝
審

判
を
務
め
る
。
日
バ
公
認
審
判
員

の
資
格
を
有
す
る
。
教
育
委
員
会

主
催
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の

講
師
の
一
人
。
活
動
年
数
12
年

斎
藤 

敬
一
（
西
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
発
足

時
か
ら
の
会
員
。
米
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
と
し
て
12
年
に
わ
た

り
貢
献
。
教
育
委
員
会
主
催
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の
指
導
者
、

ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
審
判
及
び
運
営
に
尽

力
し
た
。
活
動
年
数
12
年

西
坂 

雄
治
（
西
郷
山
岳
会
）

　

山
岳
会
に
長
く
在
籍
し
、
村
体

協
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

村
民
対
象
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

の
指
導
や
登
山
大
会
の
行
動
指
導

な
ど
、
会
の
育
成
貢
献
度
は
大
き

い
。
活
動
年
数
15
年

【
優
秀
選
手
賞
】

檜
山 

沙
也
加
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
33
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
優
勝
（
大
会
新
記
録
）

唐
橋 

み
な
み
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
33
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
女
子
走
り
高
跳
び
優
勝

鈴
木 

玲
子
（
羽
太
小
五
年
）

　

第
6
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
福
島
県
大
会
3
位

遠
藤 

あ
い
み
（
熊
倉
小
四
年
）

小
松 

芹
奈
（
羽
太
小
四
年
）

　

第
19
回
東
北
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
4
年
生
以
下
の
部
2
位
他

植
田 

詩
織
（
米
小
四
年
）

　

第
20
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
4
年
生
以
下
の
部

3
位

久
我 

知
輝
（
米
小
二
年
）

　

第
9
回
全
国
小
学
生
大
会
男
子

5
年
の
部
3
位
全
国
大
会
出
場

木
村 

航
平
（
日
大
東
北
高
一
年
）

　

第
46
回
選
抜
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝

柳
沼 

弘
道
（
川
谷
小
六
年
）

　

第
25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
福
島
県
大
会
優
勝
全
国

大
会
出
場
他
（
走
り
幅
跳
び
）　

八
木
沢 

幸
子
（
白
河
旭
高
二
年
）

　

第
49
回
福
島
県
高
等
学
校
新
人

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
400
ｍ

ハ
ー
ド
ル
2
位
400
ｍ
3
位
東
北
大

会
出
場

矢
田
部 

良
（
白
河
実
業
高
二
年
）

菊
地 

章
史
（
白
河
実
業
高
三
年
）

西
村 

直
樹
（
白
河
実
業
高
三
年
）

　

第
55
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
戦

3
位

藤
田 

沙
耶
加
（
帝
京
安
積
高
一
年
）

　

第
4
回
東
北
高
等
学
校
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
優
勝
他

海
老
名 

和
華
（
西
一
中
二
年
）

　

平
成
21
年
度
県
地
区
選
抜
強
化

競
技
会
1
位
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）

鈴
木 

雷
樹
（
西
二
中
三
年
）

　

第
55
回
全
日
本
通
信
福
島
大
会

男
子
800
ｍ
1
位
他

和
知 

邦
大
（
西
一
中
二
年
）

　

全
日
本
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
郡
山
大
会
個
人
1
位
他

大
槻 

豪
（
西
一
中
二
年
）

後
藤 

愼
介
（
西
一
中
二
年
）

　

岩
手
カ
ッ
プ
東
北
中
学
校
学
年
別

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
1
位
他

小
松 

み
く
（
西
一
中
一
年
）

金
内 

絵
里
（
西
一
中
二
年)

　

福
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
個
人
2
位

高
坂 

綾
（
西
一
中
三
年
）

　

県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
共

通
棒
高
跳
び
2
位
）

武
田 

夏
美
（
西
一
中
一
年
）

　

県
中
学
校
水
泳
選
手
権
大
会
1

年
女
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
2
位

高
久 

ゆ
う
な
（
西
一
中
一
年
）

　

平
成
21
年
度
第
16
回
県
女
子
ア

マ
チ
ュ
ア
選
手
権
1
位（
ゴ
ル
フ
）

緑
川 

浩
人
（
西
一
中
三
年
）

　

県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
大
会
走

り
高
跳
び
3
位

今
井 

三
恵
子
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

鈴
木 

ト
ミ
子
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

福
島
県
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

シ
ニ
ア
60
の
部
個
人
2
位

関
根 

正
人
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

深
沢 

雅
人
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

福
島
県
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

一
般
の
部
個
人
3
位

大
槻 

桜
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

福
島
県
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

一
般
の
部
個
人
優
勝

鈴
木 

義
文
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

星 

健
介
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

東
北
高
等
学
校
春
季
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体
優
勝
他　

長
谷
部 

藍
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

個
人
優
勝
他

【
特
別
賞
】

小
山 

舞
（
米
小
六
年
）

鈴
木 

梨
沙
（
羽
太
小
六
年
）

　

第
26
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体
優
勝
他

大
貫 

彩
（
小
田
倉
小
五
年
）

久
我 

奈
々
子
（
米
小
五
年
）

　

第
26
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体
優
勝

大
沼 

竜
也
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
4
回
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
大
会
（
全
国

大
会
）
高
学
年
の
部
優
勝
他　

【
優
秀
団
体
賞
】

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
男
子

　

第
8
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
一
部
優
勝
・
二
部
3
位

第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
一
部
優

勝
・
二
部
優
勝　

福
島
近
県
小
学

生
ク
ラ
ブ
対
抗
大
会
一
部
優
勝

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
女
子

　

第
8
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
一
部
優
勝　

第
33
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
一
部
優
勝　

第
14

回
ル
ー
セ
ン
ト
杯
全
国
選
抜
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優
勝　

福

島
近
県
小
学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
大
会

一
部
優
勝

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子

　

第
21
回
西
白
河
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
優
勝

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

　

第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
体
育
大
会
兼
東
北
電
力

旗
第
22
回
東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
福
島
県
予
選
3
位

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

　

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
王
座
決
定
ソ
フ

平
成
二
十
一
年
度

西
郷
村
体
育
協
会
表
彰
式

　

三
月
三
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
西
郷
村
体

育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
方
や
、
指
導
者
と
し
て
優

秀
な
方
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
を
表

彰
し
た
も
の
で
す
。

                                                                             

（
敬
称
略
）

ト
テ
ニ
ス
大
会
2
位　

福
島
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
1
位　

学
校
対
抗
福
島
県

中
学
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
1

位　

学
校
対
抗
福
島
県
中
学
新
人

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
1

位　

シ
ョ
ー
ワ
カ
ッ
プ
東
北
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

1
位

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

　

福
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
3
位　

学
校

対
抗
福
島
県
中
学
新
人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
3
位　

学
校
対
抗
福
島

県
中
学
新
人
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
3
位

西
一
中
野
球
部

　

第
38
回
若
鷲
旗
争
奪
東
北
中
学

校
野
球
大
会
3
位

西
二
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
19
回
福
島
県
中
学
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
3
位     
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【
文
化
関
係
】　
　
　

大
川
原 

心
（
熊
倉
小
一
年
）　
　

　

第
54
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
た

な
ば
た
賞

小
川
原 

奏
（
熊
倉
小
六
年
）

　

平
成
21
年
度
家
庭
の
日
作
文
最

優
秀
賞

佐
藤 

倫
子
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
54
回
福
島
県
書
き
初
め
展
書

き
初
め
大
賞　

平
成
21
年
度
Ｊ
Ａ

共
済
福
島
県
小
中
学
校
第
53
回
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
県
教
育
委
員

会
教
育
長
賞

真
船 

亮
（
西
一
中
三
年
）

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞

石
山 

千
晶
（
川
谷
中
三
年
）

　

第
31
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞
小

中
学
生
部
門
優
秀
賞

【
体
育
関
係
】

北
野 

亮
介
（
熊
倉
小
三
年
）　
　

遠
藤 

拓
海
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
福
島
県
ク
ラ

ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
ジ
ュ

ニ
ア
2
部
優
勝　

檜
山 

遥
斗
（
小
田
倉
小
三
年
）

西
村  

将
太
（
小
田
倉
小
四
年
）

中
村 

和
樹
（
小
田
倉
小
六
年
）　

　

第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
福
島
県
ク
ラ

ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
西
郷

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
優
勝

菅
野 

雅
也
（
小
田
倉
小
五
年
）　

鈴
木 

瑞
歩
（
小
田
倉
小
六
年
）　

　

第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
福
島
県
ク
ラ

ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
ジ
ュ

ニ
ア
Ａ
優
勝

鈴
木 

竜
弥
（
羽
太
小
三
年
）

　

第
19
回
東
北
小
学
生
学
年
別
大

会
4
年
生
以
下
男
子
の
部
2
位

高
久 

あ
ず
さ
（
西
一
中
三
年
）　

　

第
21
回
東
北
高
等
学
校
中
学
校

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
2
位
他　

高

崎 

直
人
（
西
一
中
二
年
）

　

全
日
本
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
第
1
位　

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
新
人（
男
子
）

　

福
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
団
体
1
位　

シ
ョ
ー
ワ

カ
ッ
プ
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
イ
ン
ド
ア
大
会
団
体
第
1
位　

学
校
対
抗
福
島
県
中
学
校
新
人
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体

第
1
位

　

次
の
方
は
、
西
郷
村
体
育
協
会

表
彰
も
受
け
ま
し
た
の
で
、
内
容

は
省
略
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

遠
藤 

あ
い
み
（
熊
倉
小
四
年
）

檜
山 

沙
也
加
（
熊
倉
小
三
年
）

大
貫 

彩
（
小
田
倉
小
五
年
）

大
沼 

竜
也
（
小
田
倉
小
六
年
）

久
我 

奈
々
子
（
米
小
五
年
）

小
山 

舞
（
米
小
六
年
）

小
松 

芹
奈
（
羽
太
小
四
年
）　

鈴
木 

梨
沙
（
羽
太
六
年
）

柳
沼 

弘
道
（
川
谷
小
六
年
）

高
久 

ゆ
う
な
（
西
一
中
一
年
）

大
槻  

豪
（
西
一
中
二
年
）

後
藤 

愼
介
（
西
一
中
二
年
）

和
知 

邦
大
（
西
一
中
二
年
）

鈴
木 

雷
樹
（
西
二
中
三
年
）

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

西
一
中
野
球
部

【
特
別
賞
】

▽
川
上 

一
美
（
西
一
中
教
諭
）

福
島
県
教
育
委
員
会
優
秀
教
職
員

表
彰

平
成
二
十
一
年
度　

西
郷
村
小
中
学
校
体
育
文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
式

　

三
月
二
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
西
郷
村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
西
郷
村

小
中
学
校
体
育
文
化
成
績
優
秀
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
文
化
関
係
で
五
名
、
体
育
関
係
で
個
人
二
十
四

名
と
、
三
つ
の
団
体
が
、
ま
た
特
別
賞
と
し
て
一
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

児
童
生
徒
が
、
俳
句
に
親
し
み
、
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ

と
を
五
・
七
・
五
で
表
現
す
る
西
郷
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
我
が
家
の
ふ
れ
あ
い
五
・
七
・
五
」
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
、三
月
四
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

米
小
一
年　

鈴
木 

涼
太

　
　
　
　
　
　
　

羽
太
小
二
年　

石
井 

大
夢

　
　
　
　
　
　
　

川
谷
小
三
年　

酒
井 

真
代

　
　
　
　
　
　
　

米
小
四
年　

瀬
田 

春
奈

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
五
年　

斎
藤 

万
椰

羽
太
小
六
年　

森 

萌
羽

　
　
　
　
　
　
　

西
一
中
一
年　

内
藤 

大
地

　
　
　
　
　
　
　

川
谷
中
二
年　

八
島 

知
優

　
　
　
　
　
　
　

西
二
中
三
年　

相
川 

大
和　

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
一
年　

岩
坂 

昇
悟

　
　
　
　
　
　
　

川
谷
小
二
年　

斉
藤 

優
香

　
　
　
　
　
　
　

羽
太
小
三
年　

大
槻  

翔

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
四
年　

藤
井 

ふ
う
子

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
五
年　

大
槻 

優
暉

　
　
　
　
　
　
　

熊
倉
小
六
年　

有
賀 

朋
大

　
　
　
　
　
　
　

川
谷
中
一
年　

橋
本 

賢
也

　
　
　
　
　
　
　

西
二
中
二
年　

森 

わ
か
奈

　
　
　
　
　
　
　

西
二
中
三
年　

相
川 

真
将

千
五
百
四
十
六
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
各
学
年
一
点
の
最

優
秀
賞
と
優
秀
賞
、
そ
し
て
各
学
年
二
点
の
優
良
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
　
　
　
　
　
　
　

  

川
谷
小
一
年　

鵜
沼 

愛
珠

・
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
一
年　

石
田 

昂

・
　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
二
年　

岩
坂 
俊
希

・
　
　
　
　
　
　
　

羽
太
小
二
年　

太
田 

美
咲

・
　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
小
三
年　

國
井 

陸

・
　
　
　
　
　
　
　

羽
太
小
三
年　

野
田 

優
香

・
　
　
　
　
　
　
　

羽
太
小
四
年　

鈴
木 

杏
梨　

・
　
　
　
　
　
　
　

 

小
田
倉
小
四
年　

長
谷
部 

直
起

・
　
　
　
　
　
　
　

 

熊
倉
小
五
年　

今
泉 

優
作

・
　
　
　
　
　
　
　

 

米
小
五
年　

結
城 

瑠
奈

・
　
　
　
　
　
　
　

 

熊
倉
小
六
年　

佐
藤 

倫
子

・
　
　
　
　
　
　
　

 

熊
倉
小
六
年　

岡
崎 

瑞
季

・
　
　
　
　
　
　
　

 

西
一
中
一
年　

神
庭 

佑
果

・
　
　
　
　
　
　
　

 

西
二
中
一
年　

仁
平 

拓
也

・
　
　
　
　
　
　
　

 

西
二
中
二
年　

鈴
木 

美
佑

・
　
　
　
　
　
　
　

 

西
一
中
二
年　

祓
川 

光
樹

・
　
　
　
　
　
　
　

 

西
二
中
三
年　

鈴
木 

悠
佳

・
　
　
　
　
　
　
　

 

川
谷
中
三
年　

菊
地 

登　
　

優
良
作
品

　

最
優
秀
賞
作
品

　

優
秀
賞
作
品
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春の息吹を探しに
　　　お花見に行こう
　　　

●料金（入場料・昼食代は個人負担）
　大人１，０００円　小人５００円（小中学生）
●定員　40 名
●バス乗り場…JR 東北新幹線新白河駅東口
（4/10・4/11 は JR 磐城棚倉駅からでも乗降可能です）
●出発時刻…午前 10 時 25 分
●到着時刻…午後 6時 00 分
●申込方法…「申込書」に必要事項を明記の上　　
　電話または、FAX にて株式会社さくら観光まで
　☎ 0248-22-3325　FAX0248-22-3328

※道路状況等により、
時間が変更になる場合
もございます。

●
応
募
期
間　

・
四
月
一
日
〜
十
二
月
十
五
日
（
当
日

　

消
印
有
効
）

●
応
募
定
義

・
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
十
一

　

月
三
十
日
ま
で
に
新
白
河
羅
針
盤

　

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
の
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ

　

た
場
所
を
撮
影
し
た
作
品
で
未
発

　

表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

　

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
２
Ｌ
版
〜

　

四
つ
切
サ
イ
ズ
（
デ
ジ
タ
ル
写
真

　

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
も
可
）

※
組
写
真
、
合
成
写
真
、
合
成
デ
ジ

　

タ
ル
処
理
は
不
可　

※
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
上
の
注
意

・
応
募
票
も
し
く
は｢

コ
ン
テ
ス
ト
の

　

種
別
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

　

電
話
番
号
・
撮
影
地
名
・
撮
影
年

　

月
日｣

を
記
入
し
た
も
の
を
必
ず

　

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。　

花
だ
よ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集
！

※
そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し

　

て
は
応
募
先
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

〒
９
６
１
│
０
９
７
５

　

福
島
県
白
河
市
立
石
山
15-

1

　

新
白
河
広
域
観
光
連
盟

　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
　
　
　
　
　

☎
２
２
│
１
１
４
５

新白河駅→棚倉駅→棚倉城址の桜
→鮫川村手・まめ館→江竜田の滝
→塙河川敷の桜→矢祭山公園→道
の駅はなわ→棚倉駅→新白河駅

出発日４月 10日㈯・11日㈰
①東白川コース

新白河駅→西郷村堀川親水公園→
雪割橋→県立南湖公園→白河小峰
城→矢吹町古山王の桜→泉崎村昌
建寺の枝垂れ桜→中島村童里夢公
園→東 ふれあいの里→新白河駅

②西白河コース

出発日４月 17日㈯・18日㈰

■問合せ　うつくしま「花・街・道」
　　観光キャンペーン推進協議会
　   白河ブロック　☎２２－１１４７

　

今
年
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に
桜
が
花
咲

く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
福
島
県
内
で
は

桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
が
、
県
南
地
方
や

西
郷
村
に
も
、
美
し
い
桜
の
名
所
が
あ
り

ま
す
。

　

 

天
気
の
良
い
日
に
は
、
家
族
で
お
花
見

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

敷
地
内
を
一
周
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
遊
具
な
ど
、
お
子
様
連
れ
の

方
で
も
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
の
開
催
に

併
せ
て
、
観
桜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

那
須
連
邦
を
背
景
に
映
え
る
堀
川

河
川
敷
の
桜
や
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
昼
間
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
幻
想

的
な
桜
な
ど
、
ご
自
分
の
お
気
に
入

り
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

甲
子
高
原
山
野
草
を

　
　
　

森
林
浴
を
し
な
が
ら

　

甲
子
・
新
甲
子
地
区
、
新
甲
子
遊
歩

道
・
き
び
た
き
の
森
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
内
に
は
様
々
な
山
野
草
が
に
ぎ

や
か
に
咲
い
て
お
り
ま
す
。
合
わ
せ
て

多
種
多
様
な
野
鳥
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ

え
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
も
楽
し
め
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
開
催
期
間　

四
月
中
旬
か
ら
五
月
下
旬

●
場
所　

甲
子
・
新
甲
子
温
泉

■
問
合
せ　

西
郷
村
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
５
│
５
７
９
５

満
開
の
桜
並
木
を
楽
し
む

　
　
　
　

西
郷
さ
く
ら
祭
り

　

福
島
県
の
中
通
り
地
方
に
は
、
日
本

三
大
桜
の
ひ
と
つ
「
三
春
の
滝
桜
」、

桃
源
郷
と
称
さ
れ
る
「
花
見
山
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。一
斉
に
咲
き
誇
る
桜
は
、

他
に
比
べ
ら
れ
な
い
美
し
さ
で
す
が
、

白
河
地
方
も
他
の
地
域
に
負
け
な
い
美

し
い
桜
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
白
河
地
方
の
桜
を
バ
ス

に
乗
っ
て
周
遊
す
る
「
白
河
エ
リ
ア
さ

く
ら
巡
り
号
」
が
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
東
白
川
コ
ー
ス
と
西
白

河
コ
ー
ス
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
日
帰
り

コ
ー
ス
で
す
。
申
込
み
方
法
に
つ
い
て

は
、
下
記
記
載
に
よ
り
申
し
込
み
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

村
内
で
も
随
一
の
桜
の
名
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
太
陽
の
国
敷
地
内
に
は
、

今
年
も
春
の
訪
れ
を
待
ち
わ
び
る
約
七
百

本
の
桜
が
、
一
斉
に
色
鮮
や
か
な
花
を
咲

か
そ
う
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

西
郷
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
桜
の
開
花
に

合
わ
せ
、
地
域
の
方
々
と
共
に
交
流
を

図
る
た
め
「
西
郷
さ
く
ら
祭
り
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

 

期
間
は
四
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
七

日
間
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
期
間
中
は
、

桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
く
ら
祭
り
初
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
各
種
団
体
に
よ
る
出

し
物
や
、
地
場
産
品
の
販
売
や
模
擬
店
、

西
郷
さ
く
ら
祭
り

●
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
四
月
十
七
日
㈯

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
予
定

●
場
所　

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設 

　

太
陽
の
国

■
問
合
せ　

西
郷
さ
く
ら
祭
り
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
福
島
県
社
会
福
祉
事
業
団
）

　

☎
２
５
│
３
０
２
０

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
申
し
込
み
は
四

　

月
五
日
㈪
ま
で
事
務
局
へ　
　
　

第
一
回
源
流
の
郷
観
桜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
２
５
│
２
３
７
１

　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
。
当
日
参
加
も
可
）

第
二
回
さ
く
ら
祭
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■
問
合
せ　

西
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１
│
６
３
５
１

　
　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。）
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　村小学校外国語活動推進委員会主催の教員研

修会が、熊倉小学校で行われました。これは、

小学校の児童を対象とした英語のモデル授業を

踏まえ、教員のみなさんが指導法を研修するこ

とが目的です。熊倉小６年生の授業をモデル授

業に、講師は学校図書株式会社の柳田淑代先

生が担当しました。身近な英語表現に慣れ親し

むために、ＣＤを聴いて歌ったり、ゲームを取

り入れるなど、楽しく進めていました。

　西郷村に会社があるオリンパス労働組合八王

子支部から、西郷一中と西郷二中に対し、デ

ジタルカメラが寄贈されました。西郷一中で

は、校長室において、生徒代表である生徒会長

の邊見悠祐君と副会長の先崎慶太君がデジタル

カメラを受け取り、「ありがとうございます。

有効活用します」と、お礼の言葉を述べました。

　西郷村赤十字奉仕団では、意識が無くなった

り、呼吸や心臓が止まったりした時に、いち早く

応急手当ができるように、「救急法講習会」を開

催し、20 名が参加しました。日赤救急法指導員

である中川 達也氏を講師に迎え、高齢者生活支

援センターにおいて、心肺蘇生法やＡＥＤの使

い方をはじめ、傷の手当て、異物がのどに詰ま

った時の手当法などを学びました。

　村立西郷幼稚園では、園児たちの健康な身体作

りや、上手になわとびができるようにと、なわと

び大会を行いました。米地区体育館の広々とした

ところで、園児たちは入念な準備体操を行い、開

始しました。それぞれこの日のために、一生懸命

練習を重ね、成果を披露しました。中には 200

回を超える園児もいて、まわりの園児から盛ん

な拍手を受けていました。

　青少年交流推進実行委員会主催の「平成 21 年度早春落語

のつどい」が、文化センターで開催されました。

　青少年や村民のみなさんに「生の芸術」を楽しんでもらお

うと企画され、鈴々舎馬るこさん、春風亭朝呂久さんが出

演し、古典落語や型破りの現代落語で観客を笑わせていま

した。また、荒木 巴さんによるマジックも行われ、会場を

楽しませていました。

　♪あかりをつけましょぼんぼりに…子ども

の健やかな成長を願い、ひな祭り会がみずほ保

育園で行われました。七段ひな飾りの前で、園

児たちはクラスごとに作ったひな祭りの飾りも

のを披露したり歌を歌ったり、ひなあられを食

べてお祝いをしました。この日まきば保育園と

村立幼稚園でも、ひな祭り会が行われました。

    

    

　西郷村消防団では、平成 22 年春季全国火

災予防運動の一環として、消防団第１、第２、

第３方面隊の火災防御訓練を行いました。方

面隊ごとに火災発生を想定し、招集・出動・走

行・部署活動の訓練を実施しましたが、火災は、

いつ、どこで発生するかわかりません。団員は

真剣な態度で訓練に臨んでいました。
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平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
「
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
」
が
新
し
く

な
り
ま
す
（
旧
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
）。
ま
だ
新
し
い
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
子
育
て
家
庭
の

方
は
、
お
早
め
に
福
祉
課
窓
口
で
お
申
込
み
の
上
、
カ
ー
ド
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
上
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
協
賛
店
の

目
印
で
す
。
現
在
、
県
内
で
約

四
千
四
百
店
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。

・
協
賛
店
及
び
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
上
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
携
帯
サ
イ
ト
か
ら
検
索
で

き
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
社
会
全
体
で
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
各
市
町
村
・
事
業

者
と
協
力
し
あ
い
、「
子
育
て
応

援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
十
八
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方
が
、
市
町
村

に
申
請
し
て
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

（
愛
称
「
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
」）

の
交
付
を
受
け
、
協
賛
事
業
店
舗

等
に
提
示
す
る
と
、
そ
の
店
舗
等

か
ら
左
記
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
応
援
の
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

・
子
育
て
を
地
域
全
体
で
応
援
す

る
た
め
、
子
ど
も
（
子
育
て
家

庭
）
に
「
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
」

を
交
付
し
、
御
家
族
が
利
用
で

き
ま
す
。

・
協
賛
店
で
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
と
、
割
引
・
特
典

　

村
内
に
お
住
ま
い
の
、
十
八
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
（
十
八
歳
に
達

し
た
後
の
三
月
三
十
一
日
を
迎
え

る
子
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
一
年
を
通
し
て
申
請
で

き
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
福
祉
課
児
童
福
祉

係
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
交

付
申
請
書
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
そ
の
場
で
フ
ァ
ミ
た
ん

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
お
渡
し

す
る
カ
ー
ド
の
枚
数
は
、
子
ど
も

一
人
に
つ
き
一
枚
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
お
子
さ
ん
が
学
校
等

（
小
・
中
・
高
校
の
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
等
）に
通
っ
て
い
る
場
合
、

新
し
い
カ
ー
ド
は
既
に
学
校
等
を

通
じ
て
お
子
さ
ん（
子
育
て
家
庭
）

に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
県
（
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
の

各
県
）
と
広
域
連
携
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
他
県
の
カ
ー
ド
を
入
手

す
る
こ
と
で
、
各
県
で
提
供
さ
れ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
県
の
カ
ー
ド
の

入
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
子

育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問合せ　

福祉課 児童福祉係

☎２５－１５０９　　

福島県庁子育て支援課　

☎ 024 － 521 － 7198

http://www.pref.fukushima.jp/angelnet/kosodate_ouen/passport_index.html

「
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
」
と
は

「
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
」
の

入
手
方
法

そ
の
他

カード
～子育て応援パスポート～

が新しくなります。

平成 22 年４月１日より
　　　生活路線バスの一部が改正されます
西郷村生活路線バスの一部（路線･時刻）が変わります！

　虫笠方面へ運行している生活路線バスは、現在「牛窪」停留所が終点となっておりますが、次の

とおり「真名子」まで延伸いたします。

　「真名子」停留所については、真名子地区公民館前に設置されますので、是非ご利用ください。

○白河方面行き

○白河方面発

《真名子地区までの延伸》

　平成 20 年 10 月からのジャスコ前停留所の駐車場内移設や、甲子トンネル開通に伴う交通状況の変

化などによるバス遅延のため、以前の時刻表に合わせての運行は難しい状況であり、現在運行中の生活

路線バスの現状に合わせた、より正確な時刻に改正いたしました。各路線の始発時刻については変更は

ありませんが、各停留所において、いままでの時刻より 1分から 2分前後することとなります。

ただし、太陽の国千につきましては、白河駅発と太陽の国発の２便ありますが、下記のようにそれぞれ

発時刻が５分早まりますのでご注意ください。

◎新たな時刻表については、各戸に配布するととも
に、福島交通 ( 株 ) 白河営業所、役場、行政サービ
スセンター、保健福祉センター、文化センターの各
窓口にもご用意しておりますので、バスをご利用の
方におかれましては、自分が利用するバス路線の時
刻をご確認のうえ、ご利用ください。

改正前　太陽の国　16:35　－　白河駅　17:02

改正後　太陽の国　16:30　－　白河駅　16:58

改正前　白河駅　16:05　－　太陽の国　16:30

　　　　　　　　　　

改正後　白河駅　16:00　－　太陽の国　16:27

○白河方面行き

○白河方面発

《バス時刻表の改正》

■問合せ

福島交通（株）

　　白河営業所　　☎２３－３１５１

企画調整課　　　　☎２５－２９４３

↓

↓

↓

↓

↓

延伸前　　　　　　　　　　 牛窪　 7:08　－　新白河高原口　 7:35

   　

延伸後　真名子　 7:05　－　牛窪　 7:08　－　新白河高原口　 7:35

延伸前　　　　　　　　　　 牛窪　13:50　－　新白河高原口　14:16

　　　　　　　　　　　　　

延伸後　真名子　13:47　－  牛窪　13:50　－　新白河高原口　14:16

延伸前　新白河高原口　12:45　－　牛窪　13:14

　　　　　　　　　　　　　　　　　

延伸後　新白河高原口　12:45　－　牛窪　13:14　－　真名子　13:17
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固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
他
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

制
度
で
す
。
平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税

に
係
る
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

●
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び

　

祝
祭
日
は
除
き
ま
す
）

●
縦
覧
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

●
縦
覧
場
所　

西
郷
村
税
務
課
内

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

●
検
診
日

　

４
月
16
日
㈮
・
19
日
㈪
・
21
日
㈬
・

　

26
日
㈪

　

・
午
前
（
50
歳
以
上
）
上
限
40
名

　

・
午
後
（
40
歳
〜
49
歳
）
上
限
15
名

●
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

　

①
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳

　
　

以
上
と
な
る
女
性
で
偶
数
年
齢
の

　
　

村
民
（
隔
年
検
診
）

　

②
昨
年
の
検
診
を
未
受
診
の
方

●
検
査
方
法　

　

視
触
診
お
よ
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　
（
40
歳
代
は
２
方
向
撮
影
）

●
検
診
料　

１
，０
０
０
円
（
検
診
当
日
）

●
申
込
期
間

　

３
月
29
日
㈪
〜
４
月
９
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法
お
よ
び
受
付
時
間

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
ま
た
は

　

電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
申
込
者
に

　

は
、
後
日
詳
し
い
日
程
な
ど
を
通
知
し

　

ま
す
。

　

・
午
前　

９
時
〜
12
時

　

・
午
後　

13
時
〜
17
時

●
定
員　

220
人
（
各
検
診
日
55
人
限
定
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
注
意
事
項　

　
　

乳
が
ん
検
診
は
完
全
予
約
制
で
実
施

　

す
る
た
め
、
予
約
し
た
日
の
変
更
は
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

ま
ほ
ろ
ん
に
村
の
文た

か

ら

化
財
が

展
示
さ
れ
ま
す

　

白
河
市
白
坂
に
あ
る
福
島
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
白
河
館
（
愛
称
‥
ま
ほ
ろ
ん
）

に
、
追
原
に
あ
る
茅ち

が
や
く
ぼ窪

遺
跡
の
出
土
品

20
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
窪
遺
跡
は
昭
和
58
年
に
発
掘
調
査

さ
れ
、
今
か
ら
四
千
年
前
の
縄
文
時
代

の
家
の
跡
や
大
量
の
土
器
や
石
器
、
土

偶
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

５
月
中
旬
ま
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

　
　

ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
打

　
　

ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部

　

☎
０
２
４
｜
５
５
８
｜
７
７
５
５

　

 
０
２
４
｜
５
５
８
｜
７
７
３
１

　

�http://w
w
w
.dpc-w

eb.com
/

　
　

custom
ers/fukutra/

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
自
ら
の
収

入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を

抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
相
談
窓
口

　

財
務
省 

東
北
財
務
局 

福
島
財
務
事
務
所

　

福
島
市
松
木
町
13　

２

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末

　

年
始
を
除
く
）

●
電
話
（
直
通
）

　

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

■
問
合
せ

　

東
北
財
務
局 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

　

☎
０
２
４
―
５
３
５
―
０
３
０
３

西
郷
村
定
住
促
進
住
宅
子
安
森
宿

舎
入
居
者

　

村
で
は
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
よ
り
、
雇
用
促
進
住
宅
子

安
森
宿
舎
を
買
い
受
け
、
中
堅
所
得
者

層
向
け
に
「
西
郷
村
定
住
促
進
住
宅
子

安
森
宿
舎
」
と
し
て
、
４
月
１
日
よ
り

管
理
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
住
宅
の
４
月
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
居
希
望
者
は

条
件
な
ど
を
確
認
の
う
え
、
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
居
資
格

　

・
政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
上
25
万
９
千

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と

　

・
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
単
身
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
い
る

　

こ
と

　

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

・
そ
の
他
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す
者

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
12
日
㈪

●
選
考
方
法　

く
じ
引
き
に
よ
る
一
次
抽

　

選
お
よ
び
本
抽
選

　

・
抽
選
会　

４
月
14
日
㈬　

10
時
〜

●
申
込
方
法

　
「
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書
」
お
よ

「
引
越
相
談
所
」
開
設
に
つ
い
て

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３

月
、
４
月
の
２
ヶ
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
団
体
で
あ
る
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
、
県
内
７
ヵ
所
で
「
引
越
相

談
所
」
を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に
よ
る

引
越
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し

て
の
引
越
や
、
引
越
に
伴
う
種
々
の
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、最
寄
り
の
「
引
越
相
談
所
」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
引
越
相
談
の
時
間

　
　

電
話
で
の
相
談
は
、
土
、
日
、
祭
日

　

を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
９

　

時
か
ら
16
時
ま
で
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は

　

終
日
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
参
考
事
項

　

①
４
月
は
引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク

　
　

で
す
。
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の

　
　

予
約
は
お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
引
越
は
下
見
（
有
料
）、
見
積
も
り

　
　
（
無
料
）
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
重

　
　

要
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

　
　

に
も
必
ず
事
前
に
見
積
も
り
な
ど

　
　

を
し
て
も
ら
い
、
運
賃
や
サ
ー
ビ

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121

保健福祉センター他   ※代表（25-1111）からの転送は不可

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　(生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　４月休日当番日
４日古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894
  11 日 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
  18 日 まるやま歯科医院（白河市）☎ 23-9146
  25 日 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933
29 日 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401

●小児科医　４月休日当番日
  ４日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  11 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
18 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  25 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
29 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　４月休日当番日
 ４日 渡 部 医 院（矢吹町）☎ 44-4111
  11 日 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
  18 日 わたなべ内科医院（白河市）☎ 22-1531
  25 日 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101
29 日 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（9時～ 17 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］４月４・11・18・25 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税

固 定 資 産 税（全 期・１ 期）

           ４月 30 日（金）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

｜



広報にしごうNo.472 　

　

で
歩
く
こ
と
の
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

　
（
開
始
式
に
お
い
て
、
傷
害
保
険
料
・

　

資
料
・
写
真
代
の
一
部
と
し
て
徴
収
し

　

ま
す
）

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学
卒

業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る
と
、
税

務
大
学
校
で
研
修
を
受
け
た
後
、
仙
台

国
税
局
管
内
（
東
北
６
県
）
の
税
務
署

に
配
属
さ
れ
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

　
　

者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

　
　
　

23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
　
　

る
見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
　
　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
受
験
申
込
書
の
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

●
問
合
せ

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

　

�http://w
w
w
.nta.go.jp

自
衛
官
採
用
試
験

　

社
会
人
や
大
学
、
各
種
学
校
を
卒
業

予
定
の
方
を
対
象
と
し
た
採
用
試
験
で

す
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
試
験
日　

５
月
22
日
㈯

　
（
５
月
10
日
㈪
締
め
切
り
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
試
験
会
場　

郡
山
市
（
予
定
）

※
受
験
方
法
、
制
度
の
内
容
な
ど
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

白
河
地

　

域
事
務
所

　

☎
２
４
―
０
３
７
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資

格
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　

�http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　

び
必
要
な
添
付
書
類
の
提
出

※
申
込
書
は
、
建
設
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

　

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ャ
ス
コ
白
河
西
郷

　

店
内
）
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　

建
設
課

●
入
居
時
期　

５
月
１
日
㈯
〜

●
住
宅
詳
細

　

①
所
在
…
西
郷
村
字
裏
山
南
２
番
地

　

②
間
取
り
…
３
Ｄ
Ｋ（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）

　

③
家
賃
…
１
・
２
階 

３
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

３
階 

３
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

４
階 

３
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

５
階 

３
０
，
０
０
０
円

　

④
駐
車
場
使
用
料
…
３
，
０
０
０
円

　

⑤
敷
金
…
家
賃
の
２
ヶ
月
分

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

平
成
22
年
度

　
　
　

   「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
」

●
開
始
式　

４
月
15
日
㈭

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

19
時
〜

●
日
程　

全
６
回

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習 

　

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

20
名

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
資
格　

　

那
須
登
山
で
最
低
で
も
峰
の
茶
屋
ま

試 験 名 受 付 期 間
（郵送による受付最終日の通信日付印有効）第１次試験日

Ⅱ種試験
（大学卒業程度）

４月 10 日㈯～４月 14 日㈬
（インターネットによる受付期間）

４月 12 日㈪～４月 21 日㈬
（郵送による受付期間）

６月 20 日㈰

Ⅲ種試験
（高校卒業程度）

６月 22 日㈫～６月 29 日㈫
（郵送による受付期間）

９月５日㈰



　Ｈ２２．　４．　１

日 程 表
日 時 間 場 所

４
月
20
日
㈫

　9:30 ～　9:55 芝原地区多目的集会施設
10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入り口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川公民館
11:35 ～ 11:50 旧東亜ガソリンスタンド前
13:05 ～ 13:30 大清水多目的集会施設前
13:35 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

４
月
21
日
㈬

　9:30 ～　9:45 小田倉児童館前
　9:50 ～ 10:00 旧狼山住宅前（ごみ収集所前）
10:05 ～ 10:25 上新田転作技術センター前
10:30 ～ 10:45 前原地内兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50（株）林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック職員駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前（森下宅隣）
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入り口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

４
月
22
日
㈭

　9:30 ～　9:40 みやま荘前
　9:50 ～ 10:05 由井ケ原公民館
10:15 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口（金山理容店前）
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生公民館前
14:20 ～ 14:40 熊倉公民館前
14:45 ～ 15:00 下熊倉旧火の見前
15:05 ～ 15:20 旧谷地中屯所前

4
月
23
日
㈮

　9:30 ～　9:40 真名子公民館前
　9:45 ～　9:55 牛窪バス停前
10:00 ～ 10:15 虫笠集落センター前
10:20 ～ 10:40 旧上羽太公民館前
10:45 ～ 11:00 下羽太集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁火婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業（株）向
14:25 ～ 14:45 間の原公民館前

4
月
24
日
㈯

　9:30 ～ 12:00 西郷村役場

４月 20 日から 23 日までに
注射をできなかった方

　平成22年度狂犬病予防注射を左記の表のとおり実施します。

　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、法律で年１回の狂犬

病予防注射を受けなければなりません（生後 90 日以内の飼い

犬は今回の注射は受けられません）。

　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）だけです。

この期間中に都合で受けられない犬は、個別に獣医師または、

動物病院で予防注射を受けなければなりません。

　なお、犬の新規飼い主は、今回登録・注射（登録は生涯１回、

注射は年１回）の両方をしてください。また、会場には犬を制

御できる方が連れてくるようお願いします。制御できない場合、

お断りする場合があります。

　予防注射を受ける際は、「狂犬病予防注射申請書」を持参し
てください。また、申請書裏面の問診票にも必ず記入願います。

今回の料金

　Ｈ２２．　４．　１

注意事項

　次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出てください。

①犬が病気にかかっていると思われるとき

②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こしたことの

　ある犬

③雌犬は発情期、妊娠中または分娩後１ケ月以内の犬

④１ケ月以内に、ほかの予防注射を受けているとき

⑤犬が高齢で衰弱している場合

※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にあるときは注射

　ができない場合があります。

※予防注射接種後 24 時間以内は、激しい運動は避けましょう。

　飼い犬が死亡したり、飼い主の変更や住所の変更などが生じ

たとき、届け出が必要となります。詳しくは住民生活課生活

環境係までお問い合わせください。

◇すでに登録している場合　予防注射　3,100 円
　（内訳）注射技術料　　　 　2,550 円

　　　　  注射済票交付手数料　550 円

◇新規登録の場合　6,100 円
　（内訳）新規登録料　3,000 円

　　　　  予防注射料　3,100 円

※釣り銭のいらないようご準備願います。

■問合せ　住民生活課（生活環境係）

　　　　　☎２５－２１９７



2010 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
歯科クリニックに来ていた（2/24）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
　　　　　　かたくり祭り（白河関の森公園 10:00）
　　　　　　乙女桜まつり（妙関寺 9:00）
　　　　塙町商工会花まつり（久慈川河川敷 11:00）
　　　　小峰城さくらまつり（白河小峰城 10:00）
　　　　　　十万石棚倉城まつり（棚倉城跡 10:00）

　　　　やぶき大池春まつり（矢吹町大池公園 10:00）
　　　　まほろん館長講演会「私の世界文化遺産散策イタ
　　　リア編」（まほろん 13:30）
　　　　鎌倉岳山開き（古殿町鎌倉岳遊歩道 9:00）
　　　　　　　まほろん収蔵資料展（まほろん 10:00）

人口と世帯数（3月 1日現在）人口 19,868 人（前月比 +2）男 9,992 人（-2）女 9,876 人（+4）世帯数 6,637 戸（-3）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
教職員合同着任式
（13:30文化センター）
消防団辞令交付式
（19:00 村民体育館）

2
生活総合相談所
（9:00文化センター）
まきば保育園入園式
（10:00まきば保育園）
西郷村赤十字奉仕
団総会
（10:00 高齢者生活
支援センター）

3
みずほ保育園入園式
（9:30みずほ保育園）

4 5 6
小・中学校入学式
（10:00 村内各小・
中学校）

7
村立西郷幼稚園入
園式
（10:00 村立西郷幼
稚園）
新年度区長会
（10:00文化センター）

8
6~7 ヵ月児健康相談
（9:30 保健福祉セン
ター）

9
生活総合相談所
（9:00文化センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

10

11
体育協会総合開会式
（9:00 村民体育館）

12
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉セン
ター）

13 14 15
1 歳 6 ヵ月児健康
診査
（13:00 保健福祉セン
ター）
トレッキング講座
開始式
（19:00文化センター）

16
生活総合相談所
（9:00文化センター）
乳がん検診
（9:00 保健福祉セン
ター）

17
第２回西郷さくら
祭りパークゴルフ
大会（太陽の国）
第 1回源流の郷観桜
健康ウォーキング
（太陽の国周辺）
西郷さくら祭りイ
ベントデー
（10:00 太陽の国）

18 19
乳がん検診
（9:00 保健福祉セン
ター）

20
寿学級開講式
（10:00 ちゃぽラン
ド西郷）

21
乳がん検診
（9:00 保健福祉セン
ター）

22
3 歳児健康診査
（13:00 保健福祉セン
ター）
文化協会総会
（13:30文化センター）

23
生活総合相談所
（9:00文化センター）

24

25 26
乳がん検診
（9:00 保健福祉セン
ター）
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉セン
ター）
行政相談所
（13:30文化センター）

27 28
歯科クリニック
（幼児 13:00,6 歳児
13:45 保健福祉セ
ンター）

29昭和の日 30
生活総合相談所
（9:00文化センター）

・4/10 ～ 11
・4/10 ～ 18

・4/10

・4/18
・4/17 ～ 18

・4/18
・4/24

・4/29
・3/13 ～ 5/16


